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作成日：2016/08/19
作成者：赤井

日時： 平成28年8月18日（木）

場所：

出席者：

出席者（行政）：

　　場所：地球市民の森・木浜内湖・ハマヒルガオ・なぎさ公園他

　　・マップ（自然編）の作成について他
○　次回会議開催日　　９月２１日（水）　午後７時３０分～　（小会議室）

　　8月23日～8月30日の間、ドローンで撮影を実施予定。

　　いても、各自治会にお願いする。　※9月の自治会長会で了承を得る。
(6)より多くの応募者があるように、広報９月号（速野の窓）に掲載を行う。

○　マップ（自然編）の作成について

(5)ハマヒルガオの看板は、少し大きいもので目立つようにするほうが良い。

　(2)ドローン撮影日
　　方向で修正する。
   イラストマップ構図案については別紙の案のとおりとするが、もう少し旧野洲川を拡大する

(8)看板のイラストは、高山主任の協力を願う。

○フォトコンテスト（秋～冬）の作品応募について
(1)速野の秋から冬にかけての自然（草・花・鳥・風景等）コンテストの実施。
(2)応募期間は、平成28年12月28日（水）午後5時までとする。
(3)応募資格は、速野学区民に限る。
(4)入選者には、総会時に表彰を行う。
(5)フオトコンテストの募集要項については、各自治会へ回覧をお願いするとともに、チラシ応募につい

次回以降に
ついて

　看板の内容検討・マップ（自然編）の原案の検討について

内容

　フォトコンテストの作品応募決定について決定事項

○看板（自然編）の内容検討について

(2)看板にはロゴマークおよび速野まちづくり協議会の名称、ＱＲコード、番号を入れる。
　※　文案の文字数は、50～60文字以内とする。
(3)看板の見積りで、一部価格が高いという意見があるので、再度、木製看板の見積りを徴収する。

(6)ハマヒルガオの看板は文案を入れずに、誘導の矢印だけで良いと思う。

　(1)マップの原案の検討について

(7)看板の予算は全体で10か所とし、予算総額は1,000千円の範囲内とする。

(1)看板の文案内容については、各自治会において検討してもらうよう依頼を行う。
　※　随時、各関係自治会に依頼を行い、締切日は、９月15日とする。

(4)実物原寸大の看板を準備しておくこと。

会議名： ふるさとづくり委員会　B　速野まるごと博物館プロジェクトグループ会議

議題
・看板（自然編）の内容検討について
・フォトコンテスト（秋～冬）の作品応募について
・マップ（自然編）の作成について

開催要旨

速野会館　小会議室

金森　修一、田中　斎、高谷　満廣、岡本　善広、

速野会館：赤井館長、飯田主事、 高山主任


